青風荘　　フェイスシート

平成18年　9月27日　担当：佐々木

	入　所　者
	氏　名　小笠原　富治　　　　様　　　　　男・女　　　1937年　3月9日生（69歳）

	
	〒　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	S29年（17～18歳時）
	罹 患 期 間
	約45年　

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	約34年10ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　千葉　良医師）
	外来受診日
	土曜日（２週　１回）

	医療区分
	　国民健康保険
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　1級）

	経済状況
	　障害基礎年金　　1級　　　（月額　8万3千円　）　重度医療　有

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ13年　6月19日
	身長
	166cm
	体重
	62kg

	最終学歴
	三本木農業高校
	免許・資格
	なし

	職　歴
	三沢市丸美百貨店、百石杉沢商店（いずれも短期間）

	保　護　者
	氏　　名　小笠原　ミサ　様　　　　　　　　　続柄　妹　（同居　・否）

	長期目標

長期入院による社会性の欠如の回復を図る。各種のプログラム等を通じ社会参加と意欲向上を図る。

	入院・治療歴

　　期間　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　　　　　　医療機関名

· S38年　（2ヶ月程）　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　十和田中央病院

· S38年　（3ヶ月程）　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　十和田（精神科）

· S42年　3月～H13年6月　　　　入院　　　　　　　　　　　　　青南病院

· 

	生活歴

十和田湖町にて出生。同胞5名の第４子。高校３年時より「目が変だ。」と言い始め、サングラスを常にかけるようになり、その頃より精神の変調をきたし始めていた様子。昭和30年に三本木農業高校を卒業後は、三沢市の婦人衣料品店に６ヶ月程勤めるが、その際「鼻や目が悪い。」と言い仕事を辞めて自宅にこもるようになる。それ以降は、仕事をせず食べたい時に食べ、寝たい時には寝るなど無為な生活となり、さらにはガラスを壊したり障子を叩いて壊したりする行為がある為、家族が注意すると逆上する事があった。昭和38年頃、十和田中央病院へ2ヶ月程入院。その後も、精神科へ数ヶ月間入院した事があった。（詳細不明）S42年3月、急性症状は認められないものの、無為自閉的であり他者との交流も無く保清も出来ない状況となり青南病院入院となっている。



	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親はすでに他界しており、現在妹と義弟が支援の中心となっている。他の兄弟との交流は全く無い。妹は体調が思わしくないとの事で、本人への面会も殆どなされておらず、こちらの再三の働きかけで年に1度くる程度で、疎遠となっている。


処遇検討症例（小笠原　富治様）

平成　18年10月2日（月）

	氏　名
	　　小笠原　富治様
	男・女
	生年月日
	　昭和12年　3月9日（　69歳）


	問題点
	介入方法

	①家族との交流が無い。今後の保護者の問題。
	1 保護者である妹氏も疎遠になっており、家族からの協力は殆ど得られない状況。家族と今後の方向性を確認し、必要であれば成年後見制度の利用も検討していく。

	②気温や場所に合わせた服装ができない。


	①気温が高いにも関わらず、何枚も着重ねたりジャンパーを羽織って外出しようとすることがあり、気温や場所にあわせた服装について支援している。指導に対しては、納得できない様子で、その都度の具体的な支援を必要としている。

	①心配事や体調の変化を自分から話せない。
	①自分から何かを訴えることが苦手であり、聞かれてから答える事が多い。様子を見ながら、時折話を聞く機会を設定していく。

	これまでの経過（最終評価日　H18年　10月2日）

	· デイナイトケアへは、問題なく通所されています。関心の無い事には、閉眼しうつむいている事が多く見られていますが声がけに拒否は無く参加されています。青風荘内では、自室にこもりがちではありますが、周囲とも適度に交流を持っており対応も穏やかです。荘内での身辺の事はほぼ自立し、安定して日常生活を過ごされており、生活中で必要なときに助言しています。自分の中で決めた事は、なかなか変えられない一面もあり、納得できるような説明で、その都度具体的に助言しなければならない事もあります。一方で、新しく試みる事には抵抗が無く、何度か支援をすることで出来るようになる事も多くあり、今後も幅を広げる事は可能と思われます。

· 服薬に関しては、自己管理されており問題なく服用されています。睡眠状況も安定しており、生活リズムは一定に保たれています。




プラン計画者　氏名：佐々木　優佳

次回会議予定　Ｈ18年　10月　2日　（月）　青山荘地域交流活動
姉（三沢市在住）
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兄（十和田市在住）











